
季節は最も過ごしやすい時期を迎えています。今、各学年ごとに様々な体験活動をした
り、外部から専門家を招いての○○教室を行っています。簡単にご紹介します。

１０月６日(木)、４年生がバスで社会科見学に行きました。この
費用は唐津市で負担していただけます。ありがたいことです。見学
地は毎年、北波多にある清掃センターや久里浄水場、唐津浄水セン
ターです。つまり、生活する上で不可欠な施設を見学します。事前
に社会科の授業でそれぞれの施設の役割や仕組みを学習した上で見
学をしますから、施設に対する理解が深まりますし、そこで働く人
の大変さや喜びに触れることもできます。
今回の学習を通して、子供たちがゴミの分別をより意識したり、

水のありがたさを感じたりと、自分の生活を見つめ直す機会になっ
てくれたら生活に関連付いた学習となります。

１０月１１日(火)に２年生は多目的グラウンドの一角にある畑で
芋掘りを体験しました。今回も佐志校区の民生児童委員さんのお世
話で実施できました。雨があまり降らなかった時期があったためか、
台風の塩害か、今年は昨年度ほどの実りはありませんでしたが、そ
れでもたくさんのサツマイモを収穫できて、子供たちは大喜びです。
「いっぱい出てきた！」「これ、でっかい！」と声を上げて夢中で
芋を見つけ、掘り出していました。
今、こういう体験がなかなかできなくなってきています。つくづ

く地域のご協力のおかげだと感謝しています。民生児童委員のみな
さん、本当にありがとうごさいました。

これは、体験活動というより、地域の伝統行事といった方がいい
でしょう。今年も１０月１７日(月)に佐志八幡の獅子舞が学校に来
てくださり、子供たちの頭をかみかみしてもらいました。これ
はかんでもらうことで御利益があるからと言われています。子
供たちの中には何度も並んで、４回、５回と頭をかんでもらう
子もいれば、遠巻きに見ているだけの子もいました。まあ、強
制するようなものでもありませんし、それでいいと思います。
この佐志校区では、この佐志八幡宮の他に金比羅神社の春期

例大祭や夏越祭、秋季大祭がありますし、
唐房祇園祭といった行事もあるようです。
コロナの影響で実施が難しいところもある
ようですが、このような地域の行事は、子
供たちの郷土愛にもつながっていきます。

子供たちが大きくなっても続いているといいですね。
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１０月２０日(木)、６年生がいじめ防止教室を行いました。今回
の講師は、長江さんという方で、職場は法律事務所、つまり現役の
弁護士さんです。子供たちはその流暢な話しぶりに圧倒され、聞き
入っていました。ネットの書き込みといったいじめの事実は決して
なくならないことや、大人がやったら犯罪となることなどを熱くお
話されました。中でも印象深かったのが1981年に起きた鹿川くん
葬式ごっこ事件といういじめ自殺事件を元に、いじめはいじめる側
といじめられる側の思いに大きなギャップがあり、からかいが命に
関わることにつながるというお話でした。お話の最後に質問コーナ
ーがありましたが、子供たちは次々に質問を重ねました。「何をし
たら死刑になるのか」「どうしたら死刑を免れるのか」といった死
刑に関する内容が多く、なんとなく「死刑回避教室」に流れていっ
たようでした。

再び４年生の話題です。１０月２５日(火)に手話講座を行いまし
た。講師は聴覚障がいをもつ坂本和也さんと、手話通訳をしてくだ
さった松尾えり子さんです。実は、この坂本さんは３０年以上前に、
私が当時勤務していた名護屋小学校の児童で、彼も覚えていてくれ
ました。最初に、小学生の頃のことを話してもらいました。まだ、
当時は特別支援教育がなかったため、彼は通常学級に在籍しており、
他の子とまったく同じ学習をしていました。国語の時間、先生がど
こを読んでいるかを、口元の形を見てつかもうとしていたこと、リ
コーダーのリズムは先生や友達が息を吸ったり吐いたりするときに
頭が微妙に動くのを見てつかもうとしていたこと、運動会では、ピ
ストル音が聞こえないので、となりの子の動きを見てスタートした

ことなどを話してくれました。その後、簡単な手話を教えてもらい、最後はジェスチャーゲームをしまし
た。聴覚障がいや手話への理解を深めることができました。

１０月２６日(水)には、５年生の海洋教育でもお世話になってい
る玄海水産振興センターの梅田さんに来ていただき、３年生のクジ
ラ教室をひらきました。説明の中で子供たちはクジラと魚の違い
やハクジラとヒゲクジラの違い、捕鯨の歴史、捨てるところのな
いクジラの利用法などを聞きました。３年生にはとても難しい内
容もありましたが、子供たちはよく聞いていました。
私が子供の頃はクジラの竜田揚げは給食の定番でしたし、カレ

ーも肉の代わりによくクジラを使っていました。脂身が飲み込め
ず、ガムのように噛んでいたことも覚えています。冷凍クジラも
大好きでしたし、学校で肝油の販売もあっていて、お菓子代わり
にたくさん食べて叱られたこともありましたね。クジラが生活に
溶け込んでいた時代でした。

※まだこのような活動が１ヶ月ほど目白押しです。次号でもお知らせします。

地区特選 ５年 濵口りく 「りんごの木を植えて」

６年 早瀨あかり 「生死とは」

地区入選 １年 谷河かのん 鶴のぞみ ２年 古賀れい 山口ここ 古賀ゆな

４年 古賀とき ６年 中塚ねね




